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一次変換 f を表す行列を、 
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(i)より 
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は第 4象限にある。 0,0  ca  

(ii)より 
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は第 2象限にある。 0,0  db  

(iii)より 
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は第 1象限にある。 0,0  dcba  

 

)()(det dcbdbabcadA  であり、 0,0,0,0  dcbdba より 0det  A  

したがって 0det A であるから、 Aは逆行列 1A を持ち、 f の逆変換 1f が存在する。(証明終) 

 

次に、 
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11 であり、ある第 1象限の点 
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Q が 1f によって移る点 )(1 Qf  は 
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0 bcad はわかっており、 0,0,0,0,0,0  dcbaqp より 0,0  aqcpbqdp  

したがって、点 P の f による像 )(Pf が第 1象限にあるとき、元の点 P も第 1象限にある。(証明終) 


